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▲テープカットで開幕 

▲見事な歌唱力に聞きほれる 

ト
カ
ラ
ォ
ケ
大
会
 
準
優
勝
 

葛
西
ユ
イ
子
さ
ん
 

ト
カ
ラ
オ
ケ
大
会
 
敢
闘
賞
 

対
馬
 
紗
梨
さ
ん
 

ト
こ
ぶ
し
を
聴
か
せ
て
熱
唱
 

田
中
 
憲
伸
さ
ん
 

一一ー一一一 

1、 
ぐ 

広報かなぎ（2) 

- ，ぐ ～一ー～一嘉鷲暴叢彦賓執Jlり翼 一 三fど暗、 
▲お気をつけて いってらっしゃい 	▲お父さんとイッチ・ニッ 	 ▲金魚が入らないよ 

'01金木桜まつり 

満開 

金
木
桜
ま
つ
り
が
四
月
二
十
九

日
か
ら
五
月
五
日
ま
で
の
一
週
間
、
 

県
立
芦
野
公
園
で
開
か
れ
、
期
間

中
は
近
年
に
な
い
好
天
に
恵
ま
れ

た
こ
と
か
ら
、
昨
年
を
上
回
る
約

十
六
万
人
の
花
見
客
が
訪
れ
ま
し

た
。
 

今
年
の
桜
は
二
十
九
日
の
開
会

に
二
千
二
百
本
が
満
開
と
な
り
、
 

初
日
と
二
日
目
に
は
晴
天
の
陽
気

に
誘
わ
れ
て
六
万
人
の
花
見
客
が

訪
れ
、
公
園
内
の
至
る
所
で
職
場

や
仲
間
同
士
で
の
酒
宴
や
、
家
族

連
れ
が
お
弁
当
を
広
げ
た
り
、
思

い
思
い
の
花
見
を
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。
 

開
会
式
は
登
仙
岬
入
口
に
設
け

ら
れ
た
歓
迎
ア
ー
チ
前
で
行
わ
れ
、
 

鳴
海
町
長
が

「桜
花
欄
漫
。
満
開

の
桜
が
咲
き
誇
る
中
、
来
賓
、
関
 
 

係
者
を
は
じ
め
と
す
る
大
勢
の
方

々
に
支
え
ら
れ
、
ま
つ
り
開
会
が

迎
え
ら
れ
た
。
盛
大
な
桜
ま
つ
り

に
し
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。
 

続
い
て
来
賓
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
で
開
幕
を
祝
い
ま
し
た
。
 

ま
つ
り
期
間
中
は
好
天
も
手
伝

っ
て
、
湖
上
ス
テ
ー
ジ
で
行
わ
れ

た
金
木
町
出
身
の
田
中
憲
伸
シ
ョ
 

ー
（
ふ
る
さ
と
金
木
会
主
催
）
ゃ

金
木
町
の
出
演
者
が
入
賞
し
た
R
 

A
B
杯
カ
ラ
オ
ケ
大
会
な
ど
に
は
、
 

立
見
客
が
出
る
ほ
ど
大
勢
の
人
が

繰
り
出
し
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ

て
い
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
各
種

ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
も
選
手
た
ち
が

熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
 

今
年
は
花
火
大
会
が
強
風
順
延

と
な
っ
た
だ
け
で
、
雨
の
な
い
良

好
な
桜
ま
つ
り
で
し
た
。
 

▲焼肉とビールそして桜 満足 

▲あと少しだ・・・ブチッ！ 
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第
十
三
回
津
軽
三
味
線
全
日
本

金
木
大
会
が
五
月
四
日
、
津
軽
三

味
線
会
館
の
野
外
ス
テ
ー
ジ
で
開

催
さ
れ
、
全
国
各
地
か
ら
百
五
十

八
人
、
七
団
体
が
出
場
し
て
練
習

の
成
果
を
競
い
合
い
ま
し
た
。
 

大
会
に
先
立
ち
、
参
加
者
と
関

係
者
が
川
倉
奏
の
河
原
地
蔵
尊
内

に
あ
る
「
津
軽
三
味
線
塚
」
に
献

花
を
行
い
ま
し
た
。
 

参
加
者
は
個
人
五
部
門
、
団
体

三
部
門
に
分
か
れ
て
バ
チ
さ
ば
き

を
競
い
合
い
ま
し
た
。
 

ス
テ
ー
ジ
前
広
場
に
は
約
千
一
一

百
人
の
観
衆
が
詰
め
掛
け
、
力
強

い
津
軽
三
味
線
の
音
色
と
響
き
に

酔
い
し
れ
て
い
ま
し
た
。
 
 

ト
A
級
二
年
連
続
仁
太
坊
賞
 

（優
勝
）
 

新
田
 
昌
弘
さ
ん
 

ト
七
歳
と
は
思
え
な
い
 

力
強
さ
と
バ
チ
さ
ば
き
 

芹
沢
萌
々
果
ち
ゃ
ん
 

⑥
西
北
五
小
中
学
校
相
撲
大
会

四
月
二
十
九
日
、
町
営
相
撲

場
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
小
学

校
の
団
体

の
部
で
金
木

小
学

校
、
個
人
五
年
の
部
で
は
野
上

怜
く
ん

（
金木
小
）
が
優
勝
し
、
 

中
学
校
で
は
個
人

一
年
の
部
で

大
橋
聖
哉
く
ん

（
金木
中
）
が

優
勝
し
ま
し
た
。
 

⑥
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
 

五
月
二
日
、
芦
野
公
園
特
設

会
場
に
近
隣
市
町
村
か
ら
約
百

七
十
人
の
選
手
が
集
ま
り
、
熱

戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
こ
の

大
会
で
金
木
町
の
吉
田
京

一
さ

ん
が
八
十
八
夜
（
八
十
八
打
）
 

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
 

⑥
芦
野
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

五
月
四
日
、
金
木
中
学
校
陸

上
競
技
場
に
お
い
て
約
百
七
十
 
 

人
の
選
手
が
競
技
を
行
い
、
中

女
走
幅
跳
で

佐
藤
香
織
さ
ん
 

（金
木
中
）
、小
女
五
年
一
〇
〇
 

m
で
川
嶋
理
奈
さ
ん

（
金
木

小
）
、
中
女
一
年
一
〇
〇

m
で

今
幸
子
さ
ん

（
金
木
南
中
）
、
 

中
男
一
〇
〇

m
で
竹
内
克
明
く

ん

（
金
木
中）
、
小
男
二
〇
〇
 

m
で
山
崎
拓
也
く
ん

（
金
木

小
）
、
中
男
八
〇
〇

m
で
斉
藤

雅
人
く
ん
（
金
木
南
中
）
が
各

種
目
で
優
勝
し
ま
し
た
。
 

⑥
中
学
野
球
大
会
兼
 

全
日
本
少年
野
球
大
会
北郡
予
選

五
月
四
日
、
運
動
公
園
野
球

場
で
決
勝
戦
が
行
わ
れ
、
金
木

中
学
校
野
球
部
が
鶴
田
中
学
校

野
球
部
を
延
長
八
回
の
末
、
一
一

対
〇
で
制
し
優
勝
し
ま
し
た
。
 

こ
れ
に
よ
り
六
月
九
日
か
ら
開
 
 

催
さ
れ
る
県
大
会
に
出
場
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

ま
た
、
最
優
秀
選
手
賞
を
室

屋
洋
平
く
ん
、
優
秀
選
手
賞
を

川
口
竜
弥
く
ん
、
敢
闘
賞
を
田

中
宏
介
く
ん
が
受
賞
し
ま
し
た
。
 

⑥
防
犯
少
年
野
球
大
会
兼
 

全
日
本
学
童野
球
大
会
北郡
予
選

五
月
四
日
、
運
動
公
園
野
球

場
で
金
木
小
学
校
野
球
部
と
嘉

瀬
小
学
校
野
球
部
の
対
戦
で
決

勝
戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
結
果

は
六
対
五
で
金
木
小
学
校
野
球

部
が
制
し
て
優
勝
し
、
六
月
九

日
か
ら
開
催
さ
れ
る
県
大
会
へ

の
出
場
を
得
ま
し
た
。
 

ま
た
、
最
優
秀
選
手
賞
を
工

藤
駿
く
ん
、
優
秀
選
手
賞
を
秋

元
健
二
く
ん
、
敢
闘
賞
を
加
藤

大
貴
く
ん
が
受
賞
し
ま
し
た
。
 

第

1
3回
津
軽
三
味
線
 

全
日
本
金

木
大
会
一
 

、
  

桜まつリ協賛スポーツハイライト 

 

▲ホールインワンをめざして 

▲金木中学校野球部 

県大会がんばってください 

▼金木小学校野球部 

▲息の合ったバチさばき 

▲三味線の音色に拍手喝采 

(3）広報かなぎ 



麟費鯵畿懸毅機機澱菜隷奄麟毅奏藤競繁謎誹 

平成13年度金木北部消防団連絡協議会 

▲金木町消防団の分列行進 

団団団団団団団団団団団団団

員員員員員員員員員員員員員 

柏米葛松秋原前工工角近津成

谷谷西橋谷田田藤藤田村島田

純真 久 曜英輝秀 明英正

一一拓幸諭慈晴光光登彦実幸 

広報かなぎ（4) 

◆
青
森
県
消
防
協
会
 

北
五
支
部
長
表
彰
 

岡
 

	

. 	.  
団団団団団団 金団団班 西団団団部部 

	

木 	 北 
員員員員員員連北員員長連五員員員長長 

絡部 

	

協消 	協防 
工白神工泉岡議防上中工議団鳴徳大新成 

川 	 会団 	会 	佐 
藤 	藤谷本長 藤西藤長 海田賀 岡田 

春 	 表 	 表 
雅幸 春彰 秀茂光彰 英喜尋幸俊 

代 
男門人一薫光 光明明 雄司嗣浩夫 

伯 

重成清誠 保 	幹 
太 

夫郎作一 幸稔 勇雄 

V 
~ 班班班班部十団団団団 

年 
長長長長長勤員員員員 

続 
章 

今伊中角沢 今平前中 

藤村田田 

淳淳正健年 弘久 重 

一一純弥穂 師悦久夫 A長年の功績が認められての表彰 

金
木
北
部
消
防
団
連
絡
協
議
会
 

（
会長
n
櫛
引
幸
雄
）主
催
に
よ
る

定
期
連
合
観
閲
式
が
五
月
三
日
金

木
タ
ウ
ン
セ
ン
タ

ー
ノ
ア
駐
車
場

で
行
わ
れ
、
金
木
町
、
中
里
町
、
 

市
浦
村
、
小
泊
村
各
消
防
団
か
ら

七
百
六
十
八
人
が
参
加
し
、
勇
姿

を
披
露
し
ま
し
た
。
 

式
典
で
は
、
は
じ
め
に
殉
職
消

防
職
員
、
団
員
に
対
し
て
黙
祷
を

さ
さ
げ
、
姿
勢
制
服
と
機
械
器
具

の
点
検
、
つ
づ
い
て
各
消
防
団
ポ

ン
プ
自
動
車
二
十
台
に
よ
る
放
水

演
習
、
模
擬
演
習
で
婦
人
消
防
協

力
隊
に
よ
る
消
火
訓
練
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。
 

そ
の
後
、
各
分
団
全
員
に
よ
る

分
列
行
進
が
行
わ
れ
、
来
賓
や
家

族
ら
に
買
物
客
も
加
わ
り
、
団
員

の
見
事
な
行
進
に
大
き
な
拍
手
と

声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。
 
 

こ
の
式
典
で
行
わ
れ
た
各
表
彰
 

の
受
賞
者
は
次
の
通
り
。
 

（
金木
町
分
）
 

◆
消
防
庁
長
官
表
彰
 

▽
永
年
勤
続
功
労
章
 

副
団
長
 

成
 
田
 

◆
青
森
県
知
事
表
彰
 

▽
永
年
勤
続
功
労
章
 

副
分
団
長
 
川
 
口
 

部
 
長
 
鳴
 
海
 

保
 

◆
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
 

▽
勤
続
章
 

副
分
団
長
 
山
 
日
 
善
 

◆
青
森
県
消
防
協
会
長
表
彰
 

▽
優
良
消
防
分
団
 

金
木
町
消
防
団
第
一
分
団
 

▽
優
良
消
防
分
団

（
現場
功
労
）
 

金
木
町
消
防
団
第
四
分
団

▽
功
労
章
 

副
分
団
長
 
山
 
口
 
善

▽
現
場
功
労
章
 

団
 
員
 
鳴
 
海

▽
勤
功
章
 

分
団
長
 

白
 
川

分
団
長
 
加
 
藤

▽
ニ
十
五
年
勤
続
章

副
分
団
長
 
川
 
ロ

部
 
長
 

鳴
 
海
 

▽
ニ
＋
年
勤
続
章

副
分
団
長
 
沢

副
分
団
長
 
今
 

三
 

徳
 
 

V 
団班班班班部分分十班 

団団五 
員長長長長長長長年長 

勤 
続 

松蛸白 白前外小小章野 

尾島取川 田崎松林 宮 

詳浩勝源正誠 達 

雄喜美郎贋一久弘 清 

▲勇 姿 （一斉放水） 

三 幸稔 勉 

部部

長長 

田潟 田 



「家庭ゴミの分別化と出し方のルール
を守り、住みよい町づくりに協力下
さい」と語る今兼春会長 

行政協力委員 

平
成
十
三
年
度
の
金
木
町
行
政

協
力
委
員
会
総
会
が
四
月
十
七
日

役
場
三
階
大
会
議
室
で
開
催
さ
れ
、
 

会
長
に
今
兼
春
氏
（嘉
瀬
）
、副
会

長
に
小
野
元
靖
氏
（
金
木
）
、土
岐

寛
一
郎
氏
（
嘉
瀬）
、阿
部
信
一
氏
 

（
喜
良市
）
が選
出
さ
れ
ま
し
た
。
 

行
政
協
力
委
員
は
、
町
行
政
の

円
滑
な
運
営
と
町
民
の
福
祉
向
上

を
図
る
た
め
、
各
町
内
か
ら
推
薦

さ
れ
た
方
を
町
長
が
委
嘱
し
た
委

員
で
組
織
し
て
い
ま
す
。
 

各
地
域
の
行
政
協
力
委
員
は
次

の
通
り
で
す
。
 

町と地域住民とのパイプ役 

平成13年度 

行政協力委員 

し決まる 

勿は会長 ⑥は副会長 〇は常任委員 

【金 木 町】 

本 	町 

栄町一区 

〇栄町二区 

田 	町

南新町

上山道町

駅裏団地

中山道町一区 

高橋 俊之

山田 精也

小笠原昭七

エ藤 達男 

長尾 匡時

三潟 純也

荒関 祥子 

三軒町 	津島 順治 

上沢部 	白川 昭雄 

下沢部 	白川 幸蔵 

旭ケ丘一区 	北沢 清一 

旭ケ丘二区 	三上 孝宏 

旭ケ丘三区 	中西 清彦 

大東ケ丘 	白川 庄治

雲雀ケ丘団地 高田 一弘

第二金木団地須藤あっ子 

下派立 

上新町 

勿 下新町

上昭和町

下昭和町 

本 	町 

冷 	水 

車 	町 

畑 	中 

鎌田 善光 

石川 義正 

今 	兼春 

内海 武美 

山中 道雄 

原田 	哲 

今 喜代治 

米谷 	悟 

外崎 慶美 

中山道町二区 角田 照夫 〇芦野団地一区 工藤弥三郎 〇後 	町 山中 教義 

＠下山道町 小野 元靖 芦野団地二区 成田 善蔵 上古町 須崎 金成 

美晴町一区 木村 武則 朝日団地 加藤イッ子 〇下古町 白崎 秀一 

美晴町二区 沢田 	実 上蒔田 吉田 賢ー 新誠町 小松 光春 

昭和町一区 土岐 毒治 〇下蒔田 徳田 政雄 新堤町一区 山中 哲司 

〇昭和町二区 角田 金男 神 新堤町二区 木村 良一 

〇明神町一区 阿部 久治 上藤枝 小山内正一 上鍛冶町 小松 久雄 

明神町二区 斎藤 直好 〇 中藤枝 成田 峻造 〇下鍛冶町 神島恵之助 

朝日町一区 角田 惣七 下藤枝 エ藤 金光 〇上中柏木 小山内武之進 

朝日町二区 津島 信一 湯の川 白川 郷文 〇下中柏木 原田 	勇 

北新町 高橋 勝治 林 	下 白川 久慶 【喜良市地区】 

小川町一区 長利 キミ 向 	道 中谷 俊逸 〇更生部落 加藤 康博 

小川町二区 石岡 裕海 女 	坂 浅利勇太郎 〇西岩見町 元石 美枝 

米 	町 高橋 秋雄 上宇田野ー区 其田 仲功 東岩見町 伊丸岡輝英 

川端町 津島 伸治 上宇田野二区 其田 忠治 林 	町 今 清比古 

寺 	町 藤元 昭造 下宇田野一区 泉谷 岳身 〇野 	崎 佐藤 政― 

東芦野町 山田 正一 下宇田野二区 泉谷 英治 〇北本町 米谷 勝昭 

〇西芦野町 成田 国雄 【嘉瀬地区】 下派立 大橋 睦子 

〇浦 	町 花田柾五郎 雲雀野団地 黒川 武美 上派立 成田 秀雄 

新富町 東 	町 木下 玲子 ⑥南本町 阿部 信ー 

若松町一区 荒井 春美 上小栗崎 伊藤 ミチ 上柏木 今 	敏彦 

若松町二区 白川 輝子 中小栗崎 津田 	誠 下柏木 中村 利宗 

若松町三区 大川 キミ 下小栗崎 伊藤 憲三 〇下 	町 今 	勝慶 

若松町四区 藤田 優子 ⑥上派立 土岐寛一郎 川端町 今 カッエ 

〇見崎町 竹内 義道 〇 中派立 双葉町 鎌田 	武 

(5）広報かなぎ 


